
様式２－１　評価結果のまとめ

都道府県名 面積 162.0ha

交付期間 0.4

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

当　初

変　更

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

あり ●

なし

あり ●

なし

あり ●

なし

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

 ４）定性的な効果
　　発現状況

岐阜県 市町村名 飛騨市 地区名 神岡地区

平成27年度～令和元年度 事後評価実施時期 令和元年度 交付対象事業費 151.9百万円

当初計画
から

削除した
事業

【地域生活基盤施設（駐車場）】①船津中央駐車場
【高質空間形成施設（歩行者支援施設）】②旧神岡鉄道トイレ

①事業期間内に適地を確保できなかったため。
②レールマウンテンバイク・ガッタンゴー運営機関において整備を実施する
こととなったため。

「観光交流人口」「街歩きガイド利用者数」に関連するが、数値目標は据
え置く。

【地域創造支援事業（観光交流施設整備）】①まちめぐり情報案内
①他事業により、街歩きガイドに利用する動線などに、まちめぐり情報案内
施設を整備したため。

「観光交流人口」「街歩きガイド利用者数」に関連するが、数値目標は据
え置く。

国費率

 １）事業の実施状況

当初計画に
位置づけ、

実施した事業

事業名
【地域生活基盤施設（緑地・広場）】東町交流広場、レールパーク
【地域生活基盤施設（駐車場）】大島駐車場、船津中央駐車場
【高質空間形成施設（歩行者支援施設）】市道大門・花園線他２路線融雪設備、蟻川公園トイレ、旧神岡鉄道トイレ

【地域創造支援事業（観光交流施設整備）】まちめぐり情報案内
【事業活用調査】事業効果分析調査

事業名 削除/追加の理由 削除/追加による目標、指標、数値目標への影響

平成    年度～平成   年度

 ２）都市再生整備計画
　　に記載した目標を
　　定量化する指標
　　の達成状況

指　標
従前値 目標値 数　　値

新たに追加し
た事業

－ － －

－ － －

指標1 観光交流人口 人/年 36,000 H26 40,000

交付期間
の変更

平成27年度～令和元年度 交付期間の変更による事業、
指標、数値目標への影響

R1 60,400 ○

   広場や駐車場の整備、街なみ環境整備事業
での修景整備等に加え、レールマウンテンバイ
ク・ガッタンゴーの人気上昇や江馬氏館跡の国
の名勝への指定もあり、観光交流人口は増加
し、目標達成が見込まれる。また、バスターミナ
ル（道の駅）の整備により、飛騨・高山地域を周
遊する観光客が立ち寄りやすい環境となったこと
も観光交流人口の増加に寄与していると考えら
れる。

令和2年5月

目標
達成度

1年以内の
達成見込み

効果発現要因
（総合所見）

フォローアップ
予定時期

R1 570 〇

   観光交流人口の増加に伴い、街歩きガイド利
用者数も増加傾向にあり、目標値の達成が見込
まれる。
地域の歴史・観光等の資源を結ぶ回遊スポット
として広場が、街なみ環境整備事業により景観
等が整備されたことで、街なかの回遊性向上が
図られるとともに、融雪設備の整備により冬季で
も街歩きがしやすい環境が整ったことも寄与して
いると考えられる。

令和2年5月指標２ 街歩きガイド利用者数 人/年 314 H26 400

R1 8,600 ○

   観光スポットに広場等が整備され、街なみ環
境整備が行われたことで観光交流人口が増加
し、市街地宿泊者数の増加につながったと考え
られる。また、広場や駐車場、融雪設備、バス
ターミナル（道の駅）整備も市街地宿泊者数の増
加に間接的に寄与していると考えられる。

令和2年5月指標３ 市街地宿泊者数 人/年 7,200 H26 7,560

1年以内の
達成見込み

効果発現要因
（総合所見）

フォローアップ
予定時期

その他の
数値指標1

指　標
目標値 数　　値 目標

達成度※１

なし

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した
 ５）実施過程の評価

実施内容 実施状況 今後の対応方針等

モニタリング

 ３）その他の数値指標
　　（当初設定した数値
　　目標以外の指標）に
　　よる効果発現状況

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

持続的なまちづくり
体制の構築

なし

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

なし

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

住民参加
プロセス

その他の
数値指標1



様式２－２　地区の概要

単位：人/年 36,000 H26 40,000 R1 60,400 H31(R1)

単位：人/年 314 H26 400 R1 570 H31(R1)

単位：人/年 7,200 H26 7,560 R1 8,600 H31(R1)

大目標　地域の魅力ある歴史・文化資源を活かしたまちづくりを推進し、街なかの賑わいと活力の創出を目指す。
目標１  地域の歴史資源等を活かしたまちづくりを推進し、観光交流人口の増大を図る。
目標２　街なかの回遊性を向上し、観光客等の来訪者を街なかへ誘導することで賑わいと活力を創出する。

神岡中央地区（岐阜県飛騨市）　都市再生整備計画事業の成果概要

まちづくりの目標 目標を定量化する指標 従前値 目標値 評価値

観光交流人口

街歩きガイド利用者数

市街地宿泊者数

今後のまちづくり
の方策

（改善策を含む）

・レールマウンテンバイク・ガッタンゴーや2019年3月にオープンしたひだ宇宙科学館カミオカラボに知名度と集客力があることから、当該施設から街なか周遊など、滞在時間延長につながる施策（新たな観光資源の掘り起こしや既存資
源の磨き上げ、イベントPRなど）を、域内外の関係団体との連携を図りながら進める。
・観光客より要望の多い街なかでの駐車場確保について、引き続き用地確保に努め、整備を進める。
・融雪施設の整備エリアの拡大を検討する際は、街歩きガイドの散策ルートの整備も視野に入れて、既存消雪用井戸の水量を確認しながら、住民と協議の上、次の整備エリアを決定する。
・歴史・観光等施設の魅力だけでなく、施設や設備の維持・管理レベルによって、観光地の評価が左右される。評価を高め、またリピーターを増やすためにも、適切な維持・管理を行う。

まちの課題の変化

・広場や駐車場が整備されるとともに、街なみ環境整備事業による情報収集・憩い・交流の場などの周遊スポットが整備されたことにより、共同水屋をはじめとする地域の歴史・文化資源の掘り起こしにつながり、観光客の増加に結び
付いた。
・融雪施設整備により、冬季の歩行空間が確保され、来訪者の街なかへの誘導が促進された。
・域内交流人口の大部分を占めるレールマウンテンバイク・ガッタンゴーの利用者が、街なかをはじめとする周辺地域に目を向けるよう、その他観光施設や街なかそのものの魅力向上が必要である。
・2019年3月にオープンしたひだ宇宙科学館カミオカラボにより、道の駅への来訪者が増加している。道の駅の来訪者を街なかへと誘導する取り組みが必要である。
・年々増加している外国人観光客への対応が必要である。
・街なかの駐車場は、依然として不足しているため、引き続き駐車場の整備が必要である。
・冬季間における歩行者空間の確保のため、引き続き融雪施設の整備エリアの拡大を図る必要がある。
・既存施設の計画的な維持管理、更新が必要である。

至 富山

至 飛騨市街

基幹事業

提案事業

関連事業

凡 例

神岡小学校

飛騨市民病院

地域交流ｾﾝﾀｰ

神岡振興事務所

■基幹事業
高質空間形成施設
市道 大門・花園線他２路線

①市道 大門・花園線
②市道 大門・北新地線
③市道 仲町・大門線

（融雪設備）

■基幹事業
地域生活基盤施設
レールパーク（広場）

■基幹事業
地域生活基盤
東町交流広場

■基幹事業
地域生活基盤
大島駐車場

神岡ふれあいセンター

■提案事業
事業効果分析

■関連事業
街なみ環境整備事業

■関連事業
交通拠点整備
（バスターミナル）

■基幹事業
高質空間形成施設
蟻川公衆トイレ

■基幹事業 地域生活基盤施設
（緑地・広場）東町交流広場

■基幹事業 地域生活基盤施設
（駐車場）大島駐車場

■基幹事業 高度空間形成施設
（歩行支援施設）
市道大門・花園他２路線融雪設備

■基幹事業 高度空間形成施設
（歩行支援施設）蟻川公園トイレ


